
B実現方策 1 
5-3 リーデイングプロジェクト

八王子市中山市街地総合再生基本計画の実現に向けて、本計画の r3市街地再生の基本方針、 3-2

目標を実現するための戦略Jの7つの戦略の中で、特に早期に取り組む必要がある事業や早期実現が司

能である事業を、ここにリーデイングプロジェクトとして掲げます。

[1 新たな公共施設整備等を活かし、人を惹きつける中雌を再生する

0旭町・明神町地区周辺のまちづくりの推進
東京都が整備する産業交流拠点とあわせ、旭町街区と明神町街区との一体的なまちづくり

を挺進するため、施設整備に向けだ調整を行い、まちづくりの具体的な検討を進めていき

ます。

0産業交流拠点施設のコンセプト

-多摩地I或最大の大規模展示場 ・国際会議場

・産業交流をはじめ、生活文化産業や文化芸術産業等幅広い分野で利用可能な多目的施設

.隣接する都市広場とともに屋内外を合わせて活用できる施設

0地域における利活用(案)

・産業見本市・展示会・学会、シンポジウム、セミナー、国際会議

・商工会議所による中小企業向けセミナー、個別相談会、講演会 等

O市としての取組み

-多摩地域の産業支援機関、大学、自治体等と連携・協力し、産業交流拠点の効果的な利

活用を推進

-コンペンション誘致 CMICE)を積極的に行い、申IQ，¥市街地の誘客を促進
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B実現方策 1 
0八王子医療刑務所移転後用地の活用検討
平成24年度に策定レた八王子駅南口周辺地区まちづくり方針では、八王子医療刑務所周

辺を 「新たな集いのゾーン [まちづくりの核)Jとレて位置付け、 「まちの核となるにぎわい

の機能+誰ちが集う癒しと防災の機能」の形成に取り組むこととしています。学識経験者で

構成する横討組織からの助言を踏まえ、本用地の活用に向けた横討を進めていきます。

九な

位置図 柄

人々が行き交い、憩える居場所〈パブリックスペース〉を創出する

0北ロペデストリアンデッキの延伸
JR八王子駅北口駅前広場の利便性向よを図るため旭町・明神町地区の拠点整備や北口駅前

広場周辺のまちづくり等と連携しながらデッキの延伸の横討を進めます。， 

0中山市街地 『衝の灯り』整備事業
中山市街地の街路灯のデサ験イン等の指針を作成し、市が行っている中山市街地の街路整備に

合わせ、街路灯を新設します。街路灯の新設に際しては街路の防犯性・安全性はちちろんのこ

と、デザインを統一する等、にぎわいの創出に相応しい街路灯を整備レます。
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B実現方策 1 
0細街路整備
八王子市中山市街地活性化基本計画の目標の1つに掲げられている「にぎわい再生と回避

性の向上~歩くのが楽しいまち""'Jの実現に向け、北口地区に多くある細街路について、町

並みや商庖街の個性を活かしつつ回避性を向よさせるための景観舗装整備を行います。

自動車が速度を上げやすい車中山のみち

歴史や文化を感じることが出来ない無機質なみち

0富土見通りの無電柱化事業

自動車が速度をよげ難い歩行者中山のイメージのみち

子安神社と中町の宿衝をつなぐ歴史・文化的な軸
子安神社への参道的空間としての風格のあるみち

中山市街地のにぎわいに資する景観の創出や八王子駅周辺の回遊整備 ・安全性の向よを図

り、歩きやすい歩道空間を確保するため、道路部の地価を活用して電線共同溝などを整備し、

電線類及び電柱を道路上からなくす電線類地中化に向け、関係機関との調整や、整備を進め

ます。
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B実現方策 1 

多様なライフスタイルを受け入れ、地域ととちに暮らす人を増やす

0空き庖舗改修費補助制度
中山市街地では少子高齢化の進行や商業機能の衰退により空家や空き庖舗が増えてきてい

ます。この空家や空庖舗を活用するため、空家や空き庖舗を飲食庖や物販庖、又は地域医療

や福祉の拠点として活用する揚合に庖舗改装費(外装・内装工事、設備工事、設計に関する

費用〉に対して補助を行います。

改修後

既寄建物の活用として適切な更新を促し、魅力的で安全なまちに再生する

0魅力づくり支援事業
中山市街地の関係者(地権者、商業者、住民等〉を苅象とした 「地区別勉強会」で掲げだ各

地区の方針を実現するために、中山市街地の関係者が連携して、中山市街地全体のにぎわい向

上や回遊性の促進を図る 「魅力創出の取り組みを行う事業(景観整備、リノベーション、滞留

拠点の整備、植樹等)Jに対して支援を行います。

担1UoCo.e-輔loir.略印、少
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B実現方策 1 
o (仮称)八王子市中山市街地まちづくりルール
中山市街地において建築物を新築・改築・増築する際にかかる規制のうち特に影響力T大きい八

王子市中山市街地環境整備事業に関する指導要綱や八王子市集合住宅等建築指導要綱等の内容

を、現在の社会状況や中山市街地の実態にあわせて男直しを行い、建物の更新が進むような環境

の整備を行います。一方でこうした緩和の条件として、地区計画制度や景観法等を活用レた街並

みの誘導や用途の誘導などを義務づけ、規制 ・誘導方策をパッケージ化し、市街地の適切な更新

を誘導する「まちづくりルール」とレてまとめます。

現状のイメージ 「まちづくりルール』適用後のイメージ
/ λ〈 倒〉壁面位置〈後退〉に応じて斜線制腕

例)2 方向の壁面後退 /~ 緩和し、土地の育効 ・高度利用を促進

の代わりに角地をポケ '- h-ヲl
ットパーク化 れβ勿

， 

例〕歩道が十分に確保されている箇所では、壁面後退の距離を

縮小して、庖先のにぎわいを誘導しながら庖舗面積を拡大

o (仮称〉既穿ストックの活用促進事業

例〉駐車場台叡の男直しゃ
1階部分の用途や設えの誘導
等により“裏通り"を解消

既害ストックの活用を促進するため、行政やまちづくり団体だけでなく、民間検査機関や市内

不動産事業者等を巻き込んだ組織横断的な研究プロジェクトチームの立ち上げを横討します。

特に、リノペーションの実施にあたって壁となる用途変更や耐震性の確保等のノウハウ、相談

窓口の開設や勉強会の開催といった不動産オーナーへの苅応、税の減免や補朗金等の必要な資金

面の援助について重点的に研究を行うことを想定します。
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B実現方策 1 

⑤協創 l一一ーより協力一一創造する
0中町地区まちづくり支援事業
地区まちづくり推進条例に基づき、地区住民の主体的なまちづくり活動に苅して、職員の

派遣等の支援を行っており、 平成20年の景観整備事業を契機として、住民組織である「中

町地区まちづくり協議会」を中山に、歴史と文化を活かした和の風情が感じられるまちづく

りを展開しています。

⑥活用管理
既醇ストックの活用に重点を置いた管理を行い、都市空間の魅力を引

き出す

0八王子市中I~\市街地環境整備事業に関する指導要綱の見直し
八王子市中山市街地環境整備事業に閲する指導要綱は昭和57年の施行後、30年あまり、

中山市街地の状況が変化するなか、版本的な男直しが行われておらす、現状との事離がみら

れます。このような状況から、要綱の「中山市街地の土地の合理的、かつ、健全な高度利用

と都市機能の更新をもって格調の高い中山市街地づくりの実施を図るJという目的を継京し

つつ、現状に適合し、更に市街地の更新に有刻な手法となるように、制度の見直しを行いま

す。
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B実現方策 1 

⑦経営 |t巴意鰯s識札町哉札Uし民一て
0自立的なまちづくりを持続させる仕組みづくり
まちづくり組織の白立的運蛍に!必要となる安定した自主財源事業〈闘係者を束ねるスケー
ルメリットを活かした保守事業、広告事業など)の確立に向けて支援を行います。
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